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播種後の天候がポイント！
飼料用とうもろこしの効果的な窒素施肥

効果的な窒素施肥のポイント
✔ 畑の窒素肥沃度と例年の収量⽔準を把握。
✔ 播種後の降⽔量で分施量を調整。
✔ 収量変動が⼤きい条件では、

分施時に想定収量を補正。
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概 要 Abstract

成 果 Results

・播種後の天候に合わせて、効果的な窒素施肥ができます。
・ふん尿を施⽤するときは、ふん尿中の窒素肥効も考慮して、

施⽤上限量を遵守しましょう。
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播種後50⽇間の積算降⽔量
250mm

未満 以上

分施窒素量
現⾏の施肥対応

熱抽N含量
8 mg/100g

分施窒素
なし

分施窒素量
6 kg/10a

想定乾物収量*
1200 kg/10a
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播種後50⽇間積算降⽔量250mm

熱⽔抽出性窒素量 8 mg/100g
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積算⽇平均気温*（℃）

5/18 6/7播種⽇

分施効果を最も左右するのは降⽔量 窒素肥沃度も分施効果に影響

効果的な分施窒素の施⽤⽅法 根釧 降⽔量250mm以上の収量⽬安＊

播種後50⽇間の積算気温（℃）
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播種後50⽇間の積算降⽔量（mm）
＊分施効果は極めて⼩さい（増収5%未満）。

＊播種⽇と播種後積算気温による予測式で求めます。
（他の条件では、各畑の平均的な収量）

ここが重要︕

根釧

（予測式からつくったイメージ図）

播種⽇が遅いと、
⾼収量のためには
⾼い積算気温が必要

＊右図参照。


